
 

1 月２５日、群馬県労 
働組合会議は沼田市役所 
内において星野市長はじ 
め市幹部と「公契約制度」 
などの問題で懇談しまし 
た。 

懇談は、県労会議から 
事前に提出しておいた要 
望事項にそって行なわれ、市役所で働く非常勤労働者や公共事業で働

く民間労働者の待遇改善を要望、特に公共事業関係では「公契約条例」

によって働く労働者の待遇改善がはかられるよう要望しました。ま

た、地域防災計画の見直しやＴＰＰ参加に反対してほしいとの要望も

出され、市長から「その方向で進めたい」などの回答がありました。 
この懇談には井之川博幸市議も同席しました。 
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このほど２０１２年の米の生産数量目標が国から自治体に提示され

ました。それによると沼田市の今年の生産数量目標は、２，２４８ト

ンで前年より１０トン増えて前年比で１００．４％になります。面積

換算では、前年より３ｈａ増えて４１４ｈａになり、全田面積の５４％

程度であり、約半分の田んぼで米を作ってはいけないということに代

わりはありません。 
現在では減反に協力しないと「ペナルティ」があった自民党農政時

代と違い、生産調整を行なうかどうかは個々の農業者に任されていま

す。ただ、生産調整に協力しないと民主党政権が始めた「個別所得保

障」を受けられません。 
 

市長のあいさつを受ける県労会議のみなさん 

 中心市街地区画整理事業の第１街区である上之町の一部で、換地が

完了し、建物の建設工事が進んでいます。国道から北側の一部地域で

は、和風の建物が統一されて何軒か建設されていますが、そこ以外で

は統一されていません。 

 国道南側には、材木町から県重要文化財の「旧貯蓄銀行」が移築さ

れ、同敷地内に新しく「生方記念文庫」が建設される予定で、これか

らも多額の市費が投入されます。たしかに道路が広く整備され、一部

の商店も新築されて、街が発展しているように見えますが、あくまで

一部であり、全体としてみると商店や居住人口は激減しています。多 

     額の市費を投じた見返りが、市

や市民全体にあるとは思えませ

ん。      

シートや板などで覆われた

ままの旧貯蓄銀行（材木町） 旧貯蓄銀行の移転予定地（上之町）


